
資料１ 

 
 

滝山東照宮日吉山王社本殿について 

○ 江戸時代に遡
さかのぼ

る、全国的に稀少な七間社
しちけんしゃ

流造
ながれづくり

の社殿 

滝
たき

山東
さんとう

照宮
しょうぐう

日吉
ひ よ し

山王
さんのう

社本
しゃほん

殿
でん

 １棟 

所 在 地 ： 岡崎市 

所 有 者 ： 滝山東照宮 

指定基準 ： 歴史的価値の高いもの 

 

【概要】 

滝山寺本堂１の背後に建つ社殿。滝山寺の鎮守社として創建し、平安時代後期に日吉大社

から山王
さんのう

権現
ごんげん

を勧請した。近世に徳川家の厚い庇護を受けた。本殿は七間社流造２、こけら葺３

で、正保２年（１６４５）の建立である。徳川家による造営の経緯が明らかで、滝山寺及び滝山東

照宮境内の歴史的な背景や配置構成をよく示す。本殿内部は区画のない一室となっており、

桁
けた

行
ゆき

全幅にわたる祭壇の各柱間に山王七神を祀る。細部意匠は古様で、一部に慶長期社殿

の柱を再用している。 

七間に及ぶ流造本殿は全国的に少なく、その多くは連結社殿や内部を区画する形式であり、

内部を一室として祭神を一体的に祀る形式は稀少である。中でも日吉山王社本殿は古例であ

り、我が国の神社建築の一類型として高い歴史的価値を有する。

―――――――――― 

滝山寺本堂１：滝山寺は保安年中（1120～23）に仏
ぶっ

泉
せん

上人により中興された。本堂は明治 37年

（1904）に重要文化財に指定されている。 

七間社流造２：大棟と並行する列柱の間を桁行とよび、間が七つあるものを七間という。流造とは、

切妻造平入で、前流れの屋根が長く伸びて向拝
ご は い

となったもの。 

こけら葺３：檜や榎などの木材を薄く剥いだ板（杮
こけら

）を重ねて葺く屋根の葺き方。 

滝山東照宮日吉山王社本殿（文化庁提供） 


